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育友会のキャンパス見学会で案内
してくれた学生たち。神田10号館
で撮影しました。学生ならではの
視点で専修大学の魅力を発信して
いる活動について16頁と40頁で
紹介しています。

表紙の写真
入学センター学生スタッフ

表紙の題字
専修大学文学部名誉教授
書家　仲川 恭司先生

「『育』という字は、赤ん坊が胎
内から頭を下にして生まれてく
る様子と、子どもを女性が両手
で抱きかかえるようにあやす、
子どもを育てる様子を表してい
ます。『友』は手と手が合わさっ
てできた象形文字です。学生が
育つのを支援する友の会という
メッセージを強調すべく、全体
的に肉付きのよいふくよかなイ
メージで書いてみました」

 『育友』は、専修大学一部（昼間部）全学部に在学する
学生の父母（保護者）の会である育友会が、年４回発行
する会報誌です。大学と会員が情報を共有し、互いに
よきメッセージを送り合う場にしたいと考えています。

02	 グラフ専修

	 創立142年専修大学鳳祭
04	 特集Ⅰ 箱根駅伝
	 伝統のＳ 再び箱根路に

08	 特集Ⅱ

	 就職懇談会ダイジェスト
 08　講演　就職活動の現況報告と就職支援体制について
	 10　講演　本学卒業生が語る！採用担当者としての視点
	 12　パネルディスカッション　就職活動体験談

16	 育友会アクティビティ
 16　神田キャンパス見学会
 17　難関国家試験合格者に育友会キャリア形成奨励金を授与
 18　新旧役員歓送迎会、第２回全国支部長会、秋のオンライン個人面談

 19　第22回	育友会奨励賞表彰式
 22　育友会奨励賞受賞作品　
	 	 私の存在意義第２弾　～ついに日本一へ～
	 	 ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科4年	佐伯響⼦
 24　委員会活動報告
	 	 育友会奨励賞選考委員会、育友会活動推進委員会、
	 	 スポーツ応援推進委員会、会報『育友』編集委員会

28　ゼミ紹介
	 文学部	 山田健太ゼミナール
	 ネットワーク情報学部　　杉田このみプロジェクト

26　先生紹介
	 商学部長	石原裕也教授
	 私の恥歴書－会計学そして「計理の専修」との出会い－

32	 教えてあなたの○○

	 今回のテーマは「ちょっとした特技」

07	 学生の挑戦
 「ちょいマル」で地域を元気に
	 文学部英語英米文学科3年	内山恵太

　今回、育友会奨励賞表彰式に立ち会わせていただき、と
ても感銘を受けたことは学生の皆さんのチャレンジ精神です。
目標に向かって努力していく途中にはいろいろな困難があっ
て、逃げたくなるような時もあります。それでも、目標に向
かって果敢に挑む姿勢はたくさんの感動を与えてくれました。

そして、達成感と同時にこれまで支えられて達成できたこと
への感謝の気持ちです。
　私たち編集委員会も、会員の皆様、取材制作のご協力に
支えられて発行できますことに感恩感謝しております。
　新しい年を迎えて、明るい兆しが見えるように「兆」に手
偏を書いて「挑」、今年の干支は「とら」年です。何事にも
ト・ラ・イの年にしていきたいものです！
　今号をお読みいただいたご感想もぜひお寄せください、お
待ちしております。� （担当：増田光辰編集委員）

読者アンケートへのご協力をお願いします！

（担当：田北匡子編集委員）

167秋号を読まれた方から感想をいただきました。その一部をご紹介します。
このコーナーに掲載された方には専大グッズを進呈いたします。

　「オンライン授業に関するアンケート調査2021」では、
講義については対面よりもオンラインがよいと回答した学
生が多かった点は意外でした。１、２年次の学生はゼミや
実習よりも講義が多いと思いますが、それでもオンライン
を希望する学生が多いとなると、今後の授業形式は対面を
基本としながらも、オンラインも選択できるような仕組み
が恒常的に必要となるのかもしれません。オンライン授業
に対する学生の考え方や、インターンシップでもオンライ
ン形式が増えてきている実情を窺い知ることができて、と
ても参考になりました。コロナ禍が終息しても、この流れ
が元に戻ることはないと思われますので、日々変わってい
く環境に対応できる意識と能力が親にも子どもにも必要な
のでしょう。埼玉・Kさん
　コロナ禍で知りたかった記事だったかと思います。今後も実情
をお伝えできるような記事を掲載していきたいと思います。

　コロナ禍でオンライン授業が中心のため、キャンパスラ
イフが楽しめていない愚息ですが学校の雰囲気やゼミの紹
介に目を通していたようです。サークルにも参加できていな
い状況ですので、サークルの紹介を今後もお願い致します。
神奈川東・Sさん
　ご子息にも読んでいただいてるようで嬉しく思います。紹介し
て欲しいサークルがあれば、ぜひご連絡ください！

　「オンライン授業に関するアンケート調査2021」は、我
が家の環境とまわりの方の環境とを比較することができ、
改善を検討すること、安心することが分かりとてもよかっ
たです。ウィズコロナのキャンパスライスを見させていた
だき、環境、対策を知り安心しました。神奈川西・Iさん
　育友会ではキャンパス見学会などのイベントもございますので、
お時間が許されるのであればぜひ足をお運びください。

　コロナで全ての授業がオンラインです。大学での友達
が全くできず、キャンパスライフとは程遠いです。1年生
は通学できているようで、２年生は置いてけぼりだなと感
じています。３年４年生はコロナ前に入学なので友達がい
るでしょうし。学校生活について学生の生の声をアンケー
トなどとってもらえると、助かります。きっと学年によっ
て感じ方が全く違うと思います。『育友』を見ると充実し
ている学生さんが掲載されていますが、それはほんの一部
なのでしょう。うちの子だけ充実していないなら本人にも
問題があるのか…親として悩みます。親としての生の声も
知りたいです。神奈川東・Sさん
　ご意見ありがとうございます。参考にさせていただき、少しでも
多くの学生さんの声をお届けできるよう企画してまいります。

読 者 声の

　いつも会報『育友』をご覧いただきありがとうございます。誌面作りの
参考にさせていただきますので、アンケートのご協力をお願いします。右
のQRコードから回答フォームにアクセスいただき、ご回答をお願いします。
　読者アンケートにご協力いただいた方の中から、先着で30名に大学公
認の専大グッズを進呈いたします。
　3月18日（金）までにご回答ください。

読者アンケートを参考に取り
上げた記事は、このマークをつ
けています。皆さんもご要望を
お寄せください。（ご要望にお
応えできないこともあります。）

回答はこちら
　会報『育友』の専修コミュニティへの投稿に興味のある方、シブコンスタッフに
興味のある方は、読者アンケートフォームにあるチェック欄に してください。

※ご記入いただいた個人情報は記載の目的
　以外には使用しません。
※住所変更が生じた場合は、ご子女から
　教務課窓口へお伝えください。
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